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１．プロジェクトの別名保存 

 

 現在開いている plpファイルを別名で保存し管理できます。別名で保存すると plp ファイル名、プロジェクト名が更新されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．プロジェクトの複写 

 

 現在開いている plpファイルのプロジェクトをフォルダごと複写しプロジェクトを別に管理できます。 

複写されるのはプロジェクトフォルダ内の全てのフォルダ、ファイルになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ファイル名、プロジェクト名が更新されます 

プロジェクトフォルダ内が一式複写されます 
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３．レイアウトページの追加 

 

VPAS2 では複数のレイアウトを１つの plp ファイル内に構築することができます。そのためページレイアウトが 

異なる帳票を１つの plp ファイル内で管理することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

※設定方法については 

メニュー＜ヘルプ＞をご覧ください 
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４．レイアウトオブジェクト  

 

 ここでは、レイアウトで使用する高度な機能を持つオブジェクトの基本的な操作について説明します。 

（１）表オブジェクト 

表オブジェクトでは繰り返し印字する明細などの印字を設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）リッチテキストオブジェクト  ※このオブジェクトはオプション機能となります 

  ・日付オブジェクト 

   日付オブジェクトでは日付の書式変換、印字する条件の設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※設定方法については 

メニュー＜ヘルプ＞をご覧ください 

繰り返しを行う先頭列を範囲選択し 

[繰り返しセル設定]ボタンを選択します。 

印字するデータは[入力データ割り当て]ボタン 

から行います。 

印字する行と列を設定します。 

 

 

行を選択した場合、行単位で行の高さを 

変更することができます。 

（列も同様に設定できます） 

 

 

※設定方法については 

メニュー＜ヘルプ＞をご覧ください 

設定した内容は[変換をテスト]ボタンで 

確認することができます。 
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  ・郵便番号オブジェクト 

   郵便番号オブジェクトでは郵便番号の書式・文字種の変換、印字する条件の設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・名前オブジェクト 

   名前オブジェクトでは敬称の付加や印字の制御、条件に応じて印字するフィールドの設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

※設定方法については 

メニュー＜ヘルプ＞をご覧ください 

設定した内容は[変換をテスト]ボタンで 

確認することができます。 

 

 

設定した内容は[変換をテスト]ボタンで 

確認することができます。 

※設定方法については 

メニュー＜ヘルプ＞をご覧ください 
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  ・住所オブジェクト 

   住所オブジェクトでは印字の制御や条件判定印字の設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）バリアブルチャートオブジェクト ※このオブジェクトはオプション機能となります 

  バリアブルチャートではデータを元にグラフイメージを作成できます。 

  ここでは、横棒グラフの設定を説明いたします。 

 

 

  

 

 

※設定方法については 

メニュー＜ヘルプ＞をご覧ください 

設定した内容は[変換をテスト]ボタンで 

確認することができます。 

 

※設定方法については 

メニュー＜ヘルプ＞をご覧ください 

[グラフ]タブで種類などを設定します。 
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 グラフで指定する入力データは１項目内に”データの区切り文字”で指定した値で区切られたデータが設定されている 

必要があります。今回の場合、以下のようなデータが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）イメージバリアブルオブジェクト ※このオブジェクトはオプション機能となります 

  イメージバリアブルでは photoshopと連携しテキストレイヤーに可変データを設定することでバリアブルイメージを 

作成することができます。 

 

 

 

 

 

  

 

※設定方法については 

メニュー＜ヘルプ＞をご覧ください 

[入力データ設定]タブでデータ設定します。 

 

括り文字内でデータが”,”(カンマ)で 

区切られたデータを設定します 

 
 

使用する pdsファイルとテキストレイヤーを選択します。 

プレビューではサンプルデータを入力してサンプルイメージを生成できます。 

psd データのテキストレイヤー 
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（５）図形（楕円、四角形、罫線）オブジェクト 

  図計オブジェクトでは図形の印字を行うことができます。また、条件判定を行うことができますので条件に応じて 

  表示/非表示の設定ができます。 

  ここでは楕円オブジェクトでの設定を説明します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

この場合、指定フィールドに”昭和”とは言っていた場合のみ 

楕円オブジェクトが表示されます。 
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５．グループ面付け 

 

 VPAS2 では、印字する項目をグループ化して１ページに複数印字する簡単なグループ面付け設定が可能です。 

ここでは入力ファイルのデータ構成に応じたグループ面付けについて説明します。 

今回は１ページに印字するグループ面付けが横３面、縦２面の６面を印字する設定にします。 

 

（１）入力データの１レコードを１ページに印字する場合（入力データが１ページ＝単一レコード構成の印字設定） 

  

 （ａ）入力ファイルの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ｂ）入力フィールドの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
１ページにグループ面付けするデータが１レコードに 

６面分が構成されているデータになります 

 

グループ面付けで印字する項目を繰り返し設定します。 

 

６面分の設定のため６を設定します 



 

－ 9 － 

 
Text and Graphics Inc. ご使用の手引き[v9.0] (基本編－３)  

 
 

 （ｃ）変換フィールドの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ｄ）レイアウトの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字するフィールドを設定します。 

 

現在選択している部分を対象に 

グループ面付け設定を行います。 

 
 

書式設定を開き入力フィールドの 

配列参照を設定します。 

配列参照を設定します。 



 

－ 10 － 

 
Text and Graphics Inc. ご使用の手引き[v9.0] (基本編－３)  

 
 

 グループ面付けを行う全てのオブジェクトに対して配列参照が設定できたら対象オブジェクトを範囲選択し右クリックメニュー 

 「グループ化」を行いその後「グループオブジェクトの面付け」を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ化するオブジェクトを 

範囲選択しグループ化します 

 

選択します 

 

面付け方向、面数、 

移動位置を設定します 
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（２）入力データの複数レコードを１ページに印字する場合（入力データが１ページ＝複数レコード構成の印字設定） 

  

 （ａ）入力ファイルの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ｂ）入力フィールドの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ページにグループ面付けするデータが複数レコードで 

６面分が構成されているデータになります 

 

１レコード分のフィールド設定を行います 
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 （ｃ－１）入力フィールドの設定（印字の変換フィールド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ｃ－２）入力フィールドの設定（面付け印字制御用の変換フィールド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右クリックメニューから新規で 

変換フィールドを追加します 

後述するレコードとページの関連付け設定

で使用する変換フィールドを設定します。 

印字するフィールドを設定します。 
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 （ｄ）レコードとページの関連付け設定 

  関連付けの設定で繰り返しアクションを使用しレコードを繰り返して読み込み・書き込み処理を行い１ページに印字する 

  データのレコード制御を行います。 

 

  繰り返し用の書き込みアクションの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  繰り返しアクションの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読み込みアクション・書き込みアクションの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み込みアクション、書き込みアクションは

[↑]ボタンで繰り返しアクション内に設定し

ます 

繰り返し回数として参照する 

変換フィールドの書き込みを行います。 

繰り返し回数を設定します 
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 （ｅ）レイアウトの設定 

  ※レイアウト設定の操作については前述しました（１）の “（ｄ）レイアウト設定”と同じです。 

   （ｄ）レイアウト設定を参照ください。 

 

 

（３）プレビュー表示 

グループ面付けの設定ができましたらプレビューにて確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１ページ目 ２ページ目 

３ページ目 
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６．PDF 分割方法  

 

 VPAS2 では、出力する PDF をページ数やファイル単位などに簡単に分割を行うことができます。 

ここでは３種類の分割について説明します。 

 

 （１）ページ数での分割 

  ページ数でのファイル分割はデフォルトで設定されています。設定は環境設定にありシステム共通とプロジェクト個別に 

設定できます。ページ分割は複数の設定を登録できますので運用に合わせて分割数を切り替えて使用することが可能です。 

 

●環境設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●印刷画面 

ページ分割数は印刷実行前に印刷画面の[ページ数分割指定]ボタンから変更することもできます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分割数を指定します。 

設定を登録する場合、[追加]ボタンを選択します 

 

 
 

 

登録している分割数を選択するか 

任意の分割ページ数を入力して印刷実行すると指

定分割数で分割できます。 
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  印刷画面のページ数分割指定で設定したページ分割数＝５、ファイル名枝番桁数＝４の出力結果になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）入力ファイル別に分割 

  入力ファイル別の分割は印刷画面から設定することができます。今回は入力ファイルとレコードとページの関連付けを 

フォルダ指定に設定しファイル単位に出力する操作を説明します。 

   

  ●入力ファイル設定 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

種別でフォルダを選択し参照フォルダを 

指定します 

 入力ファイルが格納された参照先の 

フォルダ 

指定ページ分割数単位に PDF が出力されます 
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  ●レコードとページの関連付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●印刷画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<条件判定>アクションでフォルダを 

指定し設定・保存します 

 

 

 

入力ファイル単位に PDFが出力されます 

チェックして印刷を実行します 
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 （３）フィールド値を参照した分割 

  フィールド値を指定した分割は印刷画面から設定することができます。指定したフィールドで発生した値の数だけ 

PDF ファイルが分割されます。 

 

 ●印刷画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックして選択ボタンを押下します 

フィールド設定後、[OK]ボタンで 

印刷を実行します 

  フィールド分割を行うフィールドを選択し 

[追加]ボタンを選択します 

 

参照フィールドのデータ単位に PDF が出力されます 


